
4.1.E5	 地球システムの観測・予測・評価

4.1.E5.01　大気・陸域観測

領域の定義

大気・陸域における気候変動観測データならびに生態系・生物多様性観測データの取得、生成、蓄積、
処理、活用等を扱う。大気中の温室効果ガス（GHGs）や微粒子（エアロゾル、雲）、短寿命気候強
制力因子（SLCFs）、雲などその他の気候変動因子の濃度や変化の情報、陸域および陸水域における
生態系や生物多様性の地理的・空間的な分布や時間的変動の情報を得るためのリモートセンシングや
地上観測ネットワークなどの観測技術を対象とする。観測時には物理的、生物地球化学的、生物・生
態系的な側面から気候とその変動を記述する必要がある。そのために定義された必須気候変数（ECVs）
の直接計測技術、または間接的に見積もる現場観測技術の開発や実装も対象とする。また、気候変動
に大きな影響を与えあう極地、陸域および陸水域の生態系、土地利用変化等の観測技術も含む。観測
ビッグデータのアーカイブ化やデータ処理技術も含む。さらには、各種データの統合的解析や観測デー
タアーカイブから社会利益をもたらす情報化手法についても対象とする。

図4.1-E5.01-1　大気・陸域観測領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 85CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E5.01-2　大気・陸域観測領域における論文数の動向②
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図4.1-E5.01-3　大気・陸域観測領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E5.02　海洋観測

領域の定義

本領域では、海洋における気候変動観測データならびに生態系・生物多様性観測データの取得、生成、
蓄積、処理、活用等を扱う。海洋と大気、生態系などとの関係解明に向け、物理的・生化学的・生物
学的・学際的な観点から定義された重要な情報（Essential Ocean Variables）などの計測技術、デー
タ処理、観測システムなどを対象をするとともに、これらの情報に基づくデータベース構築も含む。

図4.1-E5.02-1　海洋観測領域における論文数の動向①
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図4.1-E5.02-2　海洋観測領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E5.02-3　海洋観測領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E5.03　気候変動予測

領域の定義

気候変動研究のうち予測に関する研究開発動向を扱う。大気や海洋の物理法則から成る全球レベルあ
るいは領域レベルの気候モデル、雲解像モデル、海洋モデルなどのほか、エアロゾル、植生、海洋生
態系などの要素も取り入れた地球システムモデルやそのサブモデルを用いた予測の高度化に係る研究開
発動向を主な対象とする。モデル評価手法、ダウンスケーリング、データ同化などの基盤技術開発も含
む。モデル開発や基盤技術開発と関連の深い国際共同研究の進捗、データ統合・解析基盤などの研究
環境整備、気候変動影響の評価や適応との連携強化の状況も対象に含む。

図4.1-E5.03-1　気候変動予測領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E5.03-2　気候変動予測領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E5.03-3　気候変動予測領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E5.04　水循環（水資源・水防災）

領域の定義

水循環の観測・監視や解析・評価、予測に係る研究開発の領域である。水の時間・空間的な分布の動
的な偏りから生まれる水資源としての側面と、集中による洪水災害としての側面をともに含める。空間
として平面方向は全球から流域圏まで、鉛直方向は対流圏の降水から表層水、地下水までとする。観
測・監視は衛星や地上観測、センサネットワーク、同位体分析などを扱う。解析・評価は水循環の自
然変動に加え、気候変動に伴う変化、産業化や人口動態などの人間社会の変化が与える水循環への影
響も含める。予測は、様々なスケールの水循環モデルや統合モデルの開発を扱う。

図4.1-E5.04-1　水循環（水資源・水防災）領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E5.04-2　水循環（水資源・水防災）領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E5.04-3　水循環（水資源・水防災）領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E5.05　生態系・生物多様性の評価・予測

領域の定義

陸域、陸水域、海域における生態系・生物多様性の地理的、空間的な分布や時間的な変動を複合的な
スケールから評価、予測するための研究開発動向を扱う。衛星観測や航空機観測などのリモートセンシ
ング、実地での大規模・長期観測、データロガー・カメラトラップなどによる行動追跡、音声録音、環
境DNAのような環境中からの試料採取などによって得られる各種データの解析・分析が含まれる。そ
れらを蓄積したデータベースの先進的な活用の動向も扱う。また各種データを駆使した生態系や生物
多様性の形成・維持機構の解明や理論構築、モデル化、気候変動や土地改変による影響の予測・評価
に係る研究開発動向も対象に含む。

図4.1-E5.05-1　生態系・生物多様性の評価・予測領域における論文数の動向①
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図4.1-E5.05-2　生態系・生物多様性の評価・予測領域における論文数の動向②
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図4.1-E5.05-3　生態系・生物多様性の評価・予測領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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